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[はじめに】ＡＡＣ領域において五度失語症者に視覚シ

ンボルが用いられることがある。本研究では重度失語症

者を対象に、日本版ＰＩＣを基に2005年に開発された

JIS絵記号が理解可能かどうかを検討した。

[対象】ボストン失語症診断検を(BDAECoodglass

andKaplan'1972)の失語症正症度尺度で０から２レベ

ルの重度失語症者(以下、麺度失語群)22名。平均年齢

63.6歳で男性15名・女性7名、全員右利きでうち20名

は非利き手を使用。比較対照群(以下､健常群)はコミュ

ニケーション障害既往のない平均年齢60.9歳の男性５

名・女性16名、計21名。

【方法】課題はノートＰＣと接続したタッチバネルディ

スプレイに表示した。絵カード1枚とJIS絵記号を４枚

を呈示し、絵カードに対応するJIS絵記号をタッチして

もらった。選択肢は(1)正答(2)正答と形態的に類似す

るもの(3)正答と同一の下位カテゴリー内にあるもの

(4)形態的に類似せず、同一の下位カテゴリー内にない

もの、で柵成した。課題数は20で、反応時ＩＨＩの制限は

設けなかった。

【結果】課題正答率は重度失鵠群92.5％、健常群98％で

あった。課題反応時間の平均は並度失語群185.5秒(ＳＤ．

＝117.74)、健常群65.0秒(ＳＤ.=28.72)で、重度失語群

は健常群と比べて有意に長かった。反応時間に応じたⅢ

み付け得点は、重度失語群357(ＳＤ.=6.53)、健常群

526(Ｓ、=6.63)で、重度失語群は健常群と比べて有意

に低かった。

【考察】菰度失語群の正答率は高く、JIS絵記号の理解

は十分に可能であった。一方で課題遂行には健常群の３

倍近い時1M】を要し、反応時ＩＭＩに応じた重み付け得点は健

常群と比べて有意に低かった。今後JIS絵記号をＡＡＣ

として適用する場合には、実際のコミュニケーション場

面における実用性の問題を検討する必要がある。

【はじめに】失語症者の平叙文・疑問文イントネーショ

ン誕知能力は低下しているという報告があるが(金山、

1999)、アクセントが失語症者のイントネーション翅知

に及ぼす影響を検討した研究はみられない。そこで本研

究は、アクセント型の違いが失語症者の平叙文・疑問文

イントネーション阻知に与える影』1Fを調べた。

【方法】研究協力者は、失語症者27名(637±８６銭）

と健常者18名(58±４９歳)であった。語音が同じであ

るがアクセント型が異なる２モーラ同音異義語20ペア

を抽出した。これらの語を東京方言話者1名に平叙文お

よび疑問文で発話してもらい、録音した音声を刺激とし

た。具体的にはＨＬ平叙文(例「雨｡｣)20問、ＨＬ疑問

文(例「雨？｣)20問、ＬＨ平叙文(例「飴｡｣)20問、ＬＨ

疑問文(例「飴？｣)20問の計80問(4条件)を研究協力

者にランダムに呈示し、平叙文か疑問文かを同定しても

らった。

【結果】４条件全てにおいて、失語群は健常群よりも有

意に低下していた。失語群内において損傷部位、聴理解

、症度、失語タイプによる差は翅められなかった。失硲

群でＨＬ平叙文得点とＬＨ平叙文得点を比較すると、

ＬＨ平叙文の方が有意に正答率が商<、ＨＬ疑問文得点

とＬＨ疑問文得点では、ＨＬ疑問文の方が有意に正答率

力稿かつた。

【考察】失語症者の平叙文・疑問文イントネーションの

認知能力は、健常者と比較し低下している可能性が示唆

された。東京方言の日本語において、ＨＬ平叙文はＨＬ

アクセントのピッチ下降と、平叙文による文末下降イン

トネーションがⅢなって現れる。またＬＨ疑問文はＬＨ

アクセントのピッチ上昇と、疑問による文末上昇イント

ネーションがⅢなる。このように平叙文・疑問文イント

ネーションが語アクセントと重なって分離できない場合、

失賠症者のイントネーション認知はより困難になる可能

性が示された。
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